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今号の主な内容
2
・
3

面

| 圜からの続き よくある
賁問に籥えます/ 福祉事務
所の窓口案内

4
・
5
面

守ろう 増やそう あだち
の緑/ 人材募集

6
・
フ
面

千住汐入大檣開通/ 納税の
相談はお早めに/ 催し物

8
面
保健総合センターの担当地
鱸一部変更/ 構造計算書再
計算の緇果

よくある 質問 に 答え ます!
区には皆さんから様々な問い合わせが寄せられています。今回は、その中でも特に問い合わせが多い

「よくある質問」と、その回答を紹介します。1 面では、2 月から質問が多くなる「手続き」について、2
面では「子育て」「高齢者」「税金」について紹介します。 ※ 各回答は一般的な内容です

必要な書類はお分かりですか? 手続き編
問1 足立区内に住んでいますが、引っ越しを予定しています。区に行う手続きは何ですか

答 まずは、異動届( 転居・転出) の手続きを

区内で引っ越す場合
引っ越し後、14日以内に区民事務所で「異動届」

を出してください。また、国民健康保険に加入して
いる方は、国民健康保険被保険者証( 国保保険証)
をお持ちください。

区外へ引っ越す場合
①引っ越し前に区民事務所で「異動届」を出してください。
②「転出証明書」を受け取り、新しい住所に引っ越し後14日以内に、引っ越
し先の区市町村に持参して、手続きをしてください。

□ 国保保険証、介護保険被保険者証、乳幼児医療証( 旬医療証) 、印鑑登録証
などは、区に返却

①区民事務所で引っ越しの手続きをする際に返却してください。転出( 予定)
日以降は使用できません。

②要介護認定を受けている方は、転出証明書と同時に交付される「受給資格
証明書」を、引っ越し後14日以内に、引っ越し先の区市町村へ出してくだ
さい。介護認定内容が転出先でも引き継がれます。 ※ 介護施設に転出する
場合は、介護保険課にお問い合わせください

□ 児童手当は新しい住所地で受給、必ず手続きを
児童手当は、転出した翌月から新しい区市町村で受給

となります。必ず引っ越し先の区市町村で、引っ越した
月中に申請手続きをしてください。その際、住民税課税
証明書が必要になるので、引っ越しをする前に足立区で
課税証明書をお取りください。

区内・区外の引っ越しは、いずれも
区民事務所で手続きをする際、運転免許証や健康保険証など、本人である

ことを証明できるもの( 代理人の場合は委任状も) の提示が必要です。区外
へ引っ越す( 転出する) 場合、郵送で手続きする方法もあります。手続き方
法は、住民記録係にお問い合わせください。
□ 転校する場合は、学校で「在学証明書」と「教科書給与証明書」をもらっ
てください
区内で引っ越し、学校を転校する場合は、通学していた学校で上記証明書

をもらい、引っ越しの届け出時に持参してください。区内に引っ越す場合で
も、転校しない場合は必要ありません。
区外に引っ越す場合は、上記証明書を引っ越し先の区市町村にお持ちくだ

さい。

問2 4 月 に就職 し、会社の健康保険や厚生年金に加入するのですが

答国保脱退・年金種別の切り替えが必要
会社で手続きをしただけでは、国民健康保険( 国保) や年金は自動的には

切り替わりません。会社の新しい保険証と国保保険証の両方、年金手帳、印
鑑を持参し、こくほ年金課または区民事務所で国保の脱退の手続きと年金種
別の切り替えをしてください。

問3 3月で会社を 退 職 しま す。

健康保険や年金の手続きはど
うすればよいですか

答 国保・国民年金に加入
□ 健康保険の取り扱い
健康保険は、次の3 通りから選択します。

① 国保に加入する
② 会社の健康保険を任意継続する
③ ほかの人が加入している健康保険の扶養になる
①の場合、会社の退職日が分かるもの( 健康保険の資格喪失証明書など)

と、来庁する方の本人確認ができるもの( 運転免許証など) を持って、こく
ほ年金課または区民事務所で国保加入の手続きをしてくださいO なお、厚生
年金、共済年金を受給中の方は、年金証書も持参してください。
②・③は、会社で加入する健康保険の事務担当者にご相談ください。

□ 年金の取り扱い
60歳未満の方は、年金手帳、勤務先および会社の退職日が分かるもの、印

鑑を持参し、こくほ年金課または区民事務所で国民年金加入の手続きをして
ください。
60歳以上の方は、勤務先の会社に確認してください。

各質問についてのお問い合わせは、

問1 卜異動届・転出証明書・印鑑登録証… 住民記録係 　3880―5724

卜国保保険証… こくほ年金課資格賦課係 　3880- 5240
レ介護保険証… 介護保険課資格賦課係 　3880―5745

陬児童手当・乳幼児医療証… 児童給付係 　3880―5884
レ区立小・中学校入学、転校など… 就学係 　3880―5969

間12・3 卜国保加入・脱退…こくほ年金課資格賦課係 　3880- 5240
レ国民年金加入・脱退…年金適用係 　3880―5843

栃東関 大相撲一月場所で3 度目の優勝
大相撲一月場所で、玉ノ

井部屋( 西新井四丁目) の
大関・栃東関か、3 度目の
幕内優勝を飾りました。三
月場所( 大阪) は、横綱昇
進が掛かる大切な場所にな
ります。
また、境川部屋( 舎人四

丁目) の寶智山関が、新十
両に昇進しました。同部屋
からは岩木山関に続き、2
人目の関取誕生です。
来場所も区内力士たちの

活躍に期待しましょう。▲ 優勝当日、祝勝会で笑顔を見せる栃東関
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2月の区役所休日開庁は、2月26日、午前9時～午後4時です。
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耳寄り情報
子育てサロン竹の塚でも一時預がりを始めました
利用時間=月～金曜日(祝日を除く)、午前10時～午後4時の間
の1 時間単位で、連続3 時間まで 対象= 区内在住で、子育て
サロン竹の塚に登録した6 ヵ月から3 歳までの乳幼児がいる、
一時預かりの事前登録をしている方 費用=1 時間につき500
円 ※ 別途、事前登録料千円 申込= 利用日の1 ヵ月前から電
話または直接施設に予約( 空きがあれば当日可) 定員=1 時間
あたり6 人( うち、1 歳未満児は2 人まで) 場・申・問先= 子
育てサロン竹の塚一時預かり窓口 　3856 ―5122
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所

を

希

望

す

る

方

は

、
「
足

立

区

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

入

所

申

込

書

兼

調

査

書

」

を

記

入

し

、
第
1

希

望

の
特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。
表

面

は

本

人

ま

た

は

家

族

の

方

が
記

入

し

、
裏

面

の

意

見

書

は

、

担

当

の

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

が

記

入

し

ま

す

。

入

所

申

込

書

は

、
区

内

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

、
在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

、

高

齢

サ

ー

ビ

ス

課

で

配

付

し

ま

す

。
ま

た

、
「
足

立

区

介

護

サ

ー

ビ

ス

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

」

に

も

掲

載

し

て

い

ま

す

。

O
h
t
t
p
:
y
y
k
a
i
g
o
.
a
d
a
c
h
i
.
o
r
.
j
p
/

J
I
G
Y
O
y
t
o
k
u
y
o
u
.
p
d
f

問

先
=

高

齢

施

設

係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

問
乗
り
物
や
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

答
7
0歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
て
、
東
京
都
が
発
行
し
て

い
る
「
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
や
区
が

発
行
す
る
「
ゆ
～
ゆ
～
湯
入
浴
証
」
、

「
高
齢
者
入
浴
券
」
が
あ
り
ま
す
。

内
容
等
=
表
1

問
先
U
▽
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
・
:
㈱
東
京
バ
ス
協
会

(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

▽
入
浴
事
業
…
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表1 乗り物・入浴サービス

住 民税・所 得税の

申告はお早めに 税金編
税金編のお問い合わせは、課税第一・二係へ

3880 ―5231 ・0

問 どのような場合に住民税の申告が必
要ですか

答 前年中に所得があった方は申告が
必要です。前年中の所得が給料のみ

で、給与から住民税が天引きされている場
合や、税務署に所得税の確定申告をしてい
る場合、家族の扶養になっている方など
は、必要ありません。
問 扶養親族になることができるのは、

年収いくらまでですか
答 本人の年収( 給与収入) が103万円(

所得金額38万円) 以下の場合は税
法上、扶養親族になることができます。

問 収入が年金だけでも住民税は掛かり
ますか

答 遺族年金や障害年金以外の年金
は、住民税の課税対象となります。

65歳以上の場合、年金収入が155万円を超え

ると課税されます。

そのほかの、よくある質問

問 住民基本台帳カード( 住基カード)
はどのように利用できますか

答 顔写真付きの住基カードは、公的
な身分証明書として利用できるほ

か、他の区市町村で、住民票の交付(広域

交付住民票)を受けられます。住基カード
の申し込みは区民事務所でできます。費

用=500円申込=次のものを持参…本人
を証明するもの(健康保険証など) /印鑑

/顔写真1枚(縦4. 5cmx横3. 5cmの6ヵ月
以内に撮影した無帽、正面、無背景の写真)

※ 交付するまで1～2週間程度掛かります

問先= 住民記録係 　3880 ―5724
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
1
4日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話番 号がない記事につい ては

区役所代表へ 　3880- 5111

区・ホームペ ージアドレ スは

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
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血
液
サ
ラ
サ
ラ
健
康
教
室

(
2
日
制
)

日
時
=
3
月
3
日
面
・
1
0日
面
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

肥
満
・
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
・
高
血
圧
な
ど
が
気
に
な

る
方

内
容
=
生
活
習
慣
病
と
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
つ
い
て
/
サ
ラ

サ
ラ
血
液
と
は
/
食
生
活
を
見
直
そ

う
/
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
運
動

定
員
U
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
H

電
話

場
・
申
・
問
先
U
千
住
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会
「
お
酒
と
の
上
手
な

付
き
合
い
方

」

日
時
H
3
月
2
3
日
㈲
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
対
象
U
区
民
講
師
=

上
妻
英
正
氏
(
不
動
ヶ
丘
病
院
医

師
)

定
員
-
3
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

思
春
期
講
演
会
「
思
春
期
の
心

こ
れ
っ
て
病
気
?
」

日
時
=
3
月
6
日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
学
童
期
・
思
春
期
・

青
年
期
の
子
ど
も
が
い
る
家
族
の

方
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

講
師
=

倉
本
英
彦
氏
(
北
の
丸
ク
リ
ニ
ッ

ク
所
長
)

定
員
H
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

呼
吸
器
病
教
室
(
音
楽
療
法
)

日
時
1
2
月
2
4
日
面
、
午
前
1
0
時
～

H
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の

方
お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=
ぜ
ん

息
発
作
を
楽
に
す
る
腹
式
呼
吸
を
、

歌
を
歌
い
な
が
ら
学
び
ま
す

講
師
U

山
崎
浩
氏
(
声
楽
家
)

定
員
U
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
U
電
話

申
・
問
先
―
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

歯
科
衛
生
士
の
た
め
の

介
護
予
防
勉
強
会

日
時
1
2
月
2
3
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

歯
科
衛
生
士
、
ま
た
は
8
0
2
0
運

動
(
8
0歳
に
な
っ
て
も
2
0本
以
上
自

分
の
歯
を
保
つ
)
の
推
進
に
関
心
の

あ
る
方

内
容
=
講
演
「
介
護
保
険

の
改
正
に
伴
う
口
腔
ケ
ア
の
最
新
情

報
」
/
情
報
交
換

講
師
―
菊
谷
武

氏
(
日
本
歯
科
大
学
口
腔
介
護
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
n

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
8
8
0
)
5
3
5
4

〝健
口
〟
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

(
歯
周
病
予
防
教
室
・
2
日
制
)

日
程
等
=
表
1

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯

科
保
健

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表1 「〝健口〟生活にチャレンジ」日程表

い
い
歯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
会
「
い
つ
ま

で
も
口
から
食べ
て
健康
に
」

日
時
1
2
月
1
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

内
容
=
し
っ
か
り

か
ん
で
、
お
い
し
く
食
事
を
す
る
大

切
さ
を
学
習
/
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講

師
=
寺
岡
加
代
氏
(
東
京
医
科
歯
科

大
学
歯
学
部
教
授
)
、
区
管
理
栄
養

士

定
員
-
3
0人
(
先
着
順
)

申

込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
り
、
生
活
に
不
安
が

あ
る
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
す
る
た
め
の
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
・
:
区
内
在
住
/
満
6
0

歳
以
上
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の

身
体
機
能
低
下
が
あ
る
、
ま
た
は
高

齢
な
ど
の
た
め
独
立
し
た
生
活
に
不

安
が
あ
る
/
身
の
回
り
の
こ
と
が
自

分
で
で
き
る
/
使
用
料
が
負
担
で
き

る
(
本
人
の
年
収
に
よ
り
月
額
約
3

万
～
1
2
万
円
お
よ
び
実
費
相
当
分
)

/
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
募
集
室

数
H
▽
1
人
部
屋
・
:
I
室
(
予
定
)

▽
2
人
部
屋
・
:
I
室
※
2
人
部
屋

に
は
、
夫
婦
・
兄
弟
姉
妹
・
親
子
な

ど
で
入
居
可
配
付
・
申
込
期
間
H

2
月
1
0
日
～
2
3
日
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)

※
申
込
用
紙
は
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区
民
事
務
所
、

ケ
ア
(
ウ
ス
六
月

、
高
齢
調
整
係
で

配
付

申
込
=
電
話
連
絡
の
う
え
、

本
人
と
保
証
人
が
申
込
用
紙
を
施
設

に
持
参

申
先
=
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月

(六
月
I
-
6
-
I
)

(
5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
慝
咼
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

医
療
費
は
大
切
に

老
人
保
健
医
療
制
度
は
、
高
齢
の

方
が
、
病
気
や
ヶ
が
で
突
然
多
額
の

経
済
的
負
担
を
背
負
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
そ
し
て
、
安
心
し
て
治
療
を

受
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

医
療
費
は
自
己
負
担
以
外
に
、
保

険
料
と
国
・
都
道
府
県
・
区
市
町
村

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
が
1
6年
度
に
支
払
っ
た
老
人
保

健
医
療
費
の
総
額
は
約
4
4
3億円
で
、

受
給
者
I
人
当
た
り
平
均
7
5万
7
千

円
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
7年
度

も
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
病
気
予
防
や
上
手
な

受
診
を
心
掛
け
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

<
医
療
費
の
有
効
利
用
7
ヵ
条
>

▽
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
き
は
、

症
状
を
要
領
よ
く
説
明
し
よ
う
。

▽
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
。

▽
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
の
病
院
を

受
診
す
る
の
は
や
め
よ
う
。

▽
治
療
よ
り
も
予
防
に
努
め
よ
う
。

▽
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
よ

▽
「
栄
養
」「
運
動
」「
休
養
」
の
健

康
三
原
則
を
守
ろ
う
。

▽
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
保

持
の
工
夫
を
し
よ
う
。

問
先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

節
目
健
康
診
査

4
0
・
5
0
・
6
0
歳
に
な
る
方
を
対
象

に
、
基
本
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
セ
ッ

ト
に
し
た
節
目
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
年
4
回

に
分
け
て
、
お
知
ら
せ
と
申
込
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
2
月
1
7

日
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
対
象
H
昭
和
2
1
・

3
1
・
4
1
年
の
そ
れ
ぞ
れ
4
月
1
日
～

6
月
3
0日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

申

込
―
同
封
の
申
込
(
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
郵
送

期
限
=
3
月
1
0

日
消
印
有
効

問
先
H
成
人
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
I
回
受
診
で
き
ま
す
。

一
2
0
～
3
9歳
(
年
度
末
年
齢
)
の
区
民

日
時
=
3
月
1
5日
㈲
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0分
受
け
付
け

内
容
=

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・
相
談
/

歯
間
ブ
ラ
シ
・
糸
付
き
よ
う
じ
な
ど

の
補
助
用
具
を
使
っ
て
の
実
習

定

員
=
3
5
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保

健

　
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

□
4
0～
7
0歳
(
年
度
末
年
齢
)
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
U
千
人
(
先

着
順
)

申
込
―
▽
(

ガ
キ
・
:
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、
電
話
番
号
。

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記
。
お

よ
そ
2
週
間
後
に
受
診
票
と
案
内
を

送
付

▽
窓
口
…
そ
の
場
で
受
診
票

と
案
内
を
発
行

申
先
=
▽
(
ガ
キ

…
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

▽
窓
口
…

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

ま
た

は
成
人
保
健
係

問
先
=
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

ま
た
は
成
人
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

表2 保健総合センター一覧

人権

と
同

和

問

題

の

理
解
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
社
会

に
向
け
て

日
本
国
憲
法
や
世
界
人
権
宣
言

は
、
男
女
は
同
じ
権
利
を
持
ち
、
平

等
で
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
賃
金
格

差
や
役
職
の
制
限
、
就
職
時
の
女
子

学
生
へ
の
差
別
な
ど
、
差
別
や
不
平

等
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

(
D
V
)
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ー
(
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
権
侵
害
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
が
H
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
を
制
定
し
た
の
に
続
き
、
区

も
、
1
5年
4
月
に
「
足
立
区
男
女
共

同
参
画
社
会
推
進
条
例
」
を
施
行

し
、
男
女
の
人
権
の
尊
重
、
差
別
的

取
り
扱
い
と
暴
力
を
禁
止
す
る
こ
と

な
ど
の
基
本
理
念
を
定
め
ま
し
た
。

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
活
躍

す
る
た
め
に
、
区
は
今
後
も
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

福祉事務所の窓口案内
福祉事務所には、福祉に関する総合相談窓口があり、各種相

談を受け付けています。住所地を担当する福祉事務所にご相談
ください。
□ 生活にお困りの方
病気で働けないなどの理由で、生活費や医療費で困っている

方の、生活保護などの相談。
□ 高齢の方
在宅で介護が必要な高齢者( おおむね65歳以上) の、介護保

険に関することや、介護保険以外の高齢者サービスの相談。
□ 身体障害がある方
身体障害者手帳の交付、補装具、更生医療、日常生活用具や

住宅設備改善費の給付、ホームヘルパーの派遣などの申請や相
談。※ 手話通訳を希望される方の相談は、毎週木曜日、午後1
時～4時、中部福祉事務所で受け付け
□ 知的障害がある方
愛の手帳の交付、知的障害者( 児) の援護施設への入所・通

所などの相談。
□ 母子家庭の方
20歳未満の子どものいる母子家庭の方に、児童の就学資金や

就職支度金などの貸し付け、母子生活支援施設( 母子寮) への
入所などの申請や相談。
□ 女性の方
夫や親しい男性からの暴力など、様々な問題を抱えて困って

いる方の相談。
□ 家庭内の問題でお困りの方
レ家庭相談…家庭内の様々な問題に関すること[ >児童相談…
子供の養育や障害などの問題に
関すること
□ 出産費用にお困りの方
経済的な理由で出産費用を支

払うことが困難な妊産婦には、
無料または安い費用で入院・出
産ができる「入院助産制度」が
あります。 ※ 病院の指定や所
得などの制限、所得に応じた費
用負担あり。また、直接病院に
支払う分娩用品費などは、別途
自己負担

いずれも
問先= 各福祉事務所( 表3)

表3 福祉事務所一覧
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守ろう!
増やそう! あだちの緑

緑には、都市部の気温が周辺部より高くなる( ヒートアイラ
ンド) 現象などを緩和させる効果があり、健康で快適な生活を
送るうえで欠かすことができません。
16年に「緑の実態調査」を行ったところ、区の緑は、まだま
だ不足していることが分かりました。
大切な緑を守り、増やしていくためにも、一人ひとりができ
ることを実践しましょう。

お問い合わせは
みどりのまちづくり係 3880- 5188

意外に少ない足立の緑…

区では、「緑の保護育成条例」に基づき、10年に1 回「緑の実態
調査」を行っています。今回、! 6年9 月下旬から7 ヵ月掛けて行っ
た「緑の実態調査」の結果がまとまりました。
一定の地域を空から見たときに緑( 樹木・草地・農地) が占める

割合を「緑被率( りょくひりつ) 」といいます。区の「緑被率」を
見ると、環状七号線より北では高いところが多く、干住などの住宅
密集地域では低い傾向にありました( 図1) 。
また、東京23区の「緑被率」を比べると、足立区は16. 3%で11位

でした( グラフ1) 。23区の中では中間くらいであり、区の目標「緑
被率25%」には、まだまだ達していません。さらに、緑被率の半分
近くは草地や農地であり、樹木の割合で見ると、23区中の順位は「緑
被率」の順位よりもさらに低くなります。

図1 区を地域別に見た緑被率( 簡略図)

グ ラ フ1 東 京23 区 の 緑 被 率 比 較i 区により調査年度、方法などが異なるため鯒密な比較ではありません

協働で守る足立の緑
～足立区緑の保護育成条例～

緑を守っていくためには、区と区民の皆さんとが共に協力してい
かなければなりません。
区では、「足立区緑の保護育成条例」で「緑の実態調査の実施」

「建築物に対する緑化指導」「保存樹木・樹林の指定」などについ
て定めています。
緑化指導とは、緑地面積をより多く確保するため、区内全域を対
象に、200㎡ 以上の敷地( 公共施設はすべて) に建物を新築・増改
築する場合、建主の方に一定の緑化を義務付けています。
なお、18年度には、区の緑のあり方を定めている「緑の基本計画」

を改訂し、区民の皆さんとの協働による緑づくりをさらに進めてい
きます。

緑には、こんな効果があります
～緑のある暮らしを～

緑には「汚れた空気をきれいにする」「強い日差しや風を弱める」
「騒音・火災の延焼を防ぐ」などの効果のほかにも、私たちの身体
や心に健康や潤いをもたらしてくれます。
身近な緑の活用法としては「塀を生垣にする」「日よけに緑を使

う」などがあります。皆さんも暮らしの中にもっと緑を取り入れま
しょう。

爿きれいなサザンカの花
で彩られた生垣。道行
く人の心も和ませてく
れます

1・アサガオで作った日よ
け。見 た目も き れい
で、強い日差しを和ら
げてくれます

今日からチャレンジ! 緑のある暮らし
集合住宅の場合 一戸建ての場合

※ 各制度については、 みどり のまちづくり係にお問い合 わせください

木

の

お

医

者

さ

ん

「
樹

木

医

」

「
樹
木
医
」
と
は
、
天
然
記
念

物
の
よ
う
な
巨
樹
・
名
木
か
ら
街

路
樹
・
庭
木
な
ど
の
身
近
な
も
の

ま
で
を
診
断
、
樹
勢
回
復
、
危
険

倒
木
対
策
な
ど
の
仕
事
を
す
る
方

の
こ
と
で
す
。

今
回
、樹
木
医
で
あ
り
、地
元
の

小
学
校
で
は
「
ど
ん
ぐ
り
先
生
」

と
し
て
知
ら
れ
、「
緑
の
協
力
員
」

と
し
て
佐
野
い
こ
い
の
森
の
復
活

作
業
も
さ
れ
て
い
る
古
谷
信
先
生
(

花
畑
在
住
)
に
手
軽
に
で
き
る
、

緑
化
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
口
に
緑
化
と
言
っ
て
も
、

小
さ
な
鉢
植
え
か
ら
大
き
な
庭
木

ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
手
軽
に
で
き
る

緑
化
と
言
え
ば
、
鉢
植
え
や
坪
庭

の
工
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に

「
つ
る
植
物
」
は
手
入
れ
が
簡
単

で
、
景
観
作
り
が
楽
し
め
ま
す
。

植
物
を
上
手
に
育
て
る
コ
ッ
は

「
環
境
に
合
っ
た
植
物
を
選
ぶ
」

「
水
や
肥
料
を
や
り
過
ぎ
な
い
」

こ
と
で
す
。

ま
た
、
樹
木
を
植
え
る
と
き

は
、
深
く
植
え
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
深
く
植
え
す
ぎ
る

と
、
樹
木
の
根
は
呼
吸
が
で
き

ず
、
水
分
や
肥
料
分
も
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
樹
木
や
保
存
樹

は
長
年
、
根
元
を
踏
ま
れ
て
固
い

土
に
な
り

、
窒
息
状
況
が
続
く
た

め
、
枯
れ
症
状
を
起
す
ヶ
I
ス
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
個
人
宅
の
庭

木
も
、
根
元
の
土
が
固
ま
っ
て
い

な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

卜
地
域
で
樹
木
に
関
す
る
講
師
も

行
う
古
谷
先
生

災
害
時
の
要
援
護
者
の

個
人
情
報
提
供
を
検
討
し

て
い
ま
す

災
害
時
に
援
護
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
(
6
5歳
以
ヒ
の
一
人
暮
ら
し
、

ま
た
は
6
5歳
以
ヒ
の
み
の
世
帯
で
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
/
身
体
障

害
者
手
帳
3
級
ま
で
/
愛
の
手
帳
4

度
ま
で
の
方
)
の
情
報
(
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
要
介
護
度
、
障
害
等
級
、
障
害

稷
別
)
を
災
害
対
策
課
、
福
祉
事
務

所
、区
民
事
務
所
に
設
置
す
る
防
災

部
局
に
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
中
で

す
。こ
の
情
報
は
、
災
害
時
の
援
護

の
み
に
使
用
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
災
害
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

道
路
上
に
物
を
置
く
こ
と
は
、
安

全
な
通
行
を
妨
げ
、
様
々
な
事
故
の

原
因
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。区
で

は
、
区
が
管
理
し
て
い
る
道
路
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
違
法
・
不
当
な
使
用

に
対
し
自
主
的
な
改
善
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
安
全
に
通
行

す
る
た
め
に
も
、
次
の
よ
う
な
行
為

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
道
路
上
の
商
品
の
陳
列

通
行
者
の
転
倒
な
ど
事
故
原
因
と

な
り
ま
す
。
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学

生
が
、
歩
道
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
接

触
、
車
道
に
転
倒
し
た
こ
と
で
、
車

に
ひ
か
れ
た
と
い
う
死
亡
事
故
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

▽
路
上
の
看
板
や
の
ぼ
り
旗

視
界
を
遮
り
、
衝
突
な
ど
の
事
故

原
因
と
な
り
ま
す
。

》道
路
上
の
植
木
鉢
な
ど

道
幅
が
狭
く
な
り
、
通
行
の
妨
げ

と
な
る
ほ
か
、
土
砂
な
ど
で
路
面
が

汚
れ
、
排
水
溝
が
つ
ま
る
原
因
と
な

り
ま
す
。

▽
道
路
上
(
歩
道
)
の
自
転
車
や
バ

イ
ク
の
駐
車

新
た
な
路
上
駐
車
を
招
き
、
救
急

車
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
活
動
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

▽
正
し
い
道
路
の
使
い
方

商
品
や
看
板
の
類
は
店
舗
敷
地

内
、
植
木
鉢
は
自
宅
敷
地
内
、
自
転

車
や
バ
イ
ク
も
敷
地
内
ま
た
は
駐
車

場
な
ど
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
、
皆
さ
ん
が
使
う
公
共
の

も
の
で
す
。正
し
く
使
う
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=

監
察
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
5

自転車も車両
で す

お問い合わせは、交通安全係まで
3880- 5912

自転車もライトを付けよう
夜間、ライトを付けずに走行

する自転車は大変危険です。自
転車は他の車両や歩行者から見
えにくく、道路交通法でも、車
と同じく夜間のライト点灯が義
務付けられています。自分の存
在を車両や歩行者に知らせるた
めにも、夜間は自転車のライト
を点灯させて、事故防止に努め
ましょう。
交通事故に遭わない・起こさ

ないために歩
行者・運転者
が共に交通ル
ールをもう一
度確認し、守
りましょう。

二輪車事故に気を付けて
昨年、区内での交通死亡事故

件数は15件。死者数は16人で、
一昨年に比べ2 倍以 上に増えて
しまいました。
15件中8 件は二輪車( 自転車

を含む) が関係し、いずれも二輪
車の運転者が死亡し ています。
二輪車による交通事故は重大

事故につながります。二輪車の
運転者は、ヘルメットをしっか
りと被りまし ょう。
また、交通事故の多くは、交

差点やその付近で発生していま
す。交差点付近を走行するとき
は、交通 ルールをしっかりと守
り、歩行者や自転車の動きにも
十分注意して防衛運転に努めて
ください。

人

材

募

集
(
1
8年
度
分
)

区
立
保
育
園
臨
時
職
員
な

ど
の
登
録
者

対
象
―
保
育
園
の
業
務
に
関
心
が
あ

る
方
勤
務
内
容
=
保
育
園
の
保
育

補
助
な
ど
の
業
務
勤
務
条
件
=
▽

欠
員
パ
ー
ト
…
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5

時
1
5分
の
間
で
6

時
間
程
度

(各
園
で
指
定
)

▽
朝
夕
保
育
・
:

午
前
7
時
3
0分
～
1
0時
、
お
よ
び
午

後
4
時
～
6
時
3
0分
の
間
で
2
～
4

時
間

報
酬
=
マ
欠
員
パ
ー
ト
・
:
時

給
m
円

▽
朝
夕
保
育
・
:時
給
8
7
0円

※
交
通
費
は
日
額
繝
円
を
限
度
に
支

給

採
用
=
補
充
時
に
該
当
者
へ
連

絡
し
、
該
当
保
育
園
で
面
接

申
込
=

電
話

※
随
時
募
集
。
1
7年
4
月

以
降
に
登
録
し
た
方
は
、
再
度
登
録

の
必
要
な
し

申
・
問
先
=
保
育
管

理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

学
童
保
育
室
専
門
非
常
勤

職
員

対
象
―
昭
和
2
1年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
健
康
な
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
資
格
に
該
当
す
る
方
…
保
育
士
/

教
諭
/
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準

第
3
8号

勤
務
内
容
n
学
童
保
育
業

務

勤
務
条
件
H
週
3
0時
間
(
週
5

日
)

※
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
6

時
1
5分
の
う
ち
8
時
間
以
内

報
酬
=

月
額
1
6万
8
千
円
(
交
通
費
別
途

支
給
、
有
給
休
暇
、
社
会
保
険
あ

り
)
募
集
人
数
H
若
千
名

選
考
=

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
(
3
月
2
日

予
定
)

申
込
=
履
歴
書
(
自
筆
・

写
真
貼
付
)
と
作
文
「
学
童
保
育
に

つ
い
て
」
(
4
0
0字
詰
め
原
稿
用
紙
2

枚
)
を
郵
送

※
申
込
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん

期
限
=
2
月
2
3日
必
着

申
・
問
先
=
住
区
推
進
課
事
業
調
整

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
8

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室
指

導
補助員

対
象
U
教
員
免
許
を
取
得
ま
た
は
卒

業
時
取
得
見
込
み
の
方

内
容
=
鋸

南
(
小
学
校
4
年
生
)
・
日
光
(
小

学
校
6
年
生
)
自
然
教
室
で
の
引
率

教
諭
の
補
助
謝
礼
=
1
回
3
万
3

千
2
0
0
円
(
交
通
費
別
途
支
給
。
引
率

中
は
食
事
付
き
)
募
集
人
数
―
延

べ
3
5
0
人
程
度
申
込
=
電
話
※
申

込
者
に
応
募
用
紙
を
送
付
。
引
率
期

間
(
5
月
～
1
9
年
2
月
、
複
数
回
希

望
可
)
を
調
整
し
、
担
当
校
を
決
定

期
限
1
3
月
1
0日

申
・
問
先
―
校

外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

介
護
保
険
調
査
員
(
非
常

勤
職
員
)

対
象
―
介
護
支
援
専
門
員
有
資
格
者

勤
務
内
容
=
介
護
保
険
事
務
に
係
る

訪
問
調
査
ほ
か

勤
務
条
件
=
週
3
0

時
間
(
週
4
日
)

雇
用
期
間
1
4

月
1
日
か
ら
1
年
間
(
更
新
の
場
合

あ
り
)

報
酬
1
月
額
2
0万
円
(
交

通
費
別
途
支
給
)

募
集
人
数
1
2

人

選
考
=
書
類
審
査
、
面
接
ほ
か

申
込
=

履
歴
書
(
自
筆
・
写
真

貼
付
)
を
持
参

期
限
1
2
月
2
4日

申
・
問
先
=
介
護
保
険
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

国
際
生
活
相
談
員

対
象
H
日
本
国
籍
・
特
別
永
住
者
ま

た
は
出
入
国
管
理
・
難
民
認
定
法
に

規
定
す
る
就
労
が
認
め
ら
れ
た
在
留

資
格
を
取
得
し
て
い
る
方

勤
務
内

容
H

韓
国
・
朝
鮮
語
の
通
訳
・
翻

訳
、
区
民
相
談
、
情
報
提
供
ほ
か

勤
務
条
件
H
週
3
0時
間
(
週
5
日
)

報
酬
=

月
額
2
0万
8

千
円
(
税
込

み
・
交
通
費
別
途
支
給
・
社
会
保
険

あ
り
)

雇
用
期
間
=
4

月
1
日
～
1
9

年
3

月
3
1
日
(
更
新
の
場
合
あ

り
)

募
集
人
員
=
1
人

選
考
=

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
(
3
月
8
日

予
定
)

申
込
=

履
歴
書
(
写
真

貼
付
。
資
格
の
有
無
・
他
言
語
の
会

話
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
可
否
な
ど
を

記
入
)
と
作
文
「
志
望
動
機
」
(
原

稿
用
紙
嶄
字
以
内
)
を
持
参
ま
た
は

郵
送

期
限
ー
2
月
2
2
日
必
着

申
・
問
先
=
区
民
課
国
際
化
推
進

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
7

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

く

わ

し

く

は

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

「
足
立
区
第
三
次
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
(案
)
へ
の
意

見
を
募
集
し
ま
す

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
備
え
つ

つ
、魅
力
的
な
居
住
環
境
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「足
立
区

第
三
次
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
　

(
案
)
を
ま
と
め
ま
し
た
。こ
の
案

に
つ
い
て
、広
く
意
見
を
募
集
し
ま

す
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
(
案
)
は
、

住
宅
課
、区
政
情
報
室
で
配
付
し

ま
す
。対
象
H
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、区
内
に
事
業
所
を

持
つ
法
人
・
そ
の
他
団
体
期
間
=

2
月
2
0
日
～
3
月
6
日
必
着
申
込

=
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ

ー
ル

で

、
住
所

、
氏
名
ま
た
は
名
称
(

法

人
・
団
体
な
ど
は
代
表
者
氏
名
)

、

電
話
番
号

、
意
見
を
連
絡

※
意
見

に
つ
い
て
は

、
氏
名
な
ど
の
個
人
情

報
を
除
き
、
公
表
す
る
場
合
あ
り

申
・
問
先
=

住
宅
計
画
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

口
j
u
u
t
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

「
(
仮
称
)
足
立
区
文
化
芸
術
振

興
基
本
計
画
」
(案
)
へ
の
意
見

を
募
集
し
ま
す

文
化
・
芸
術
を
振
興
す
る
う
え
で

の
基
本
的
な
計
画
と
な
る

「
(
仮

称
)

足
立
区
文
化
芸
術
振
興
基
本
計

画
」
(

以
下

、
基
本
計
画
)

を
策
定

す
る
に
あ
た
り

、
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
す

。
基
本
計
画
(

案
)

は
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
、
郷
土
博
物
館

、
文

化
課
で
配
付
し
ま
す
。

対
象
=

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
ま
た
は

区
内
で
活
動
し
て
い
る
文
化
団
体

募
集
期
限
=
2

月
2
8
日

申
込
‥
郵

便
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
、
住

所

、
氏
名
ま
た
は
名
称
(

法
人
・
団

体
な
ど
は
代
表
者
氏
名
)

、
電
話
番

号

、
意
見
を
連
絡

※
意
見
に
つ
い

て
は
、
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除

き

、
公
表
す
る
場
合
あ
り

申
・
問

先
=

文
化
支
援
係

一エ
J
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6
　
　
　

圖
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

】
b
u
n
k
a
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

女
性
の
社
会
進
出

は
進
ん
で
い
る
!
?

近
年
、
日
本
の
女
性
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
女
性
の
大

学
進
学
率
も
伸
び
て
い
ま
す
。
ま

た
、
共
働
き
肚
帯
の
割
合
が
増
え

て
、
労
働
者
全
体
の
4
割
は
女
性
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
高
学
歴

化
や
社
会
進
出
は
確
実
に
進
ん
で
い

ま
す
。
で
は
、
日
本
人
の
能
力
や
社

会
参
加
の
水
準
は
、
国
際
的
に
み
て

ど
の
程
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

基
本
的
な
人
間
の
能
力
が
、
ど
こ

ま
で
伸
び
た
か
を
測
る
「
人
間
開
発

指
数
」
で
は
、
1
7
7
カ
国
中
H
位
と
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

女
性
が
政
治
や
経
済
の
場
で
、
意
思

決
定
に
参
加
で
き
て
い
る
か
を
測
る
　

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
指
数
」
で
は
、
7
8
力
国
中
4
3
位
と
　

『
中
の
下
』
程
度
の
評
価
で
す
。
両

方
の
指
数
と
も
I
位
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー

1
、
2
位
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
す
。

ほ
か
の
主
要
先
進
国
も
ほ
と
ん
ど
が
2
0

位
以
内
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
労
働
分
野
で
は
、

女
性
の
7
割
が
第
1
子
の
出
産
を
契

機
に
離
職
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
影
響
し
、
企
業
に
お
け
る
管
理
職

な
ど
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
4
5
%で
あ
る
の
に
対

し
、
日
本
は
9
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
日
本
で
は

女
性
の
能
力
が
、
十
分
に
生
か
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
に
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
男
女
の
役

割
分
担
を
固
定
的
、
画
一
的
に
と
ら

え
て
い
る
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

仕
事
、
家
事
、
育
児
、
社
会
参
加

の
場
で
、
男
女
が
共
に
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
社
会
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
大
切
に

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
(
国

保
保
険
証
)
は
、健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で
す
。医

療
機
関
に
掛
か
る
と
き
の
受
診
券
で

も
あ
る
の
で
、
必
ず
月
に
一
度
、
保

険
証
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
管
に
は
十
分
気
を
付

け
、
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

国
保
証
を
紛
失
・
汚
損
し
た
と
き

は
再
交
付
し
ま
す
。
申
込
=

住

所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
(
保

険
料
の
領
収
書
な
ど
)
を
持
参

交

付
方
法
n
郵
送

※
保
険
料
に
未
納

が
な
く
、
顔
写
真
付
き
で
住
所
、
氏

名
が
確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許

証
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
、
偽
造

防
止
加
工
が
さ
れ
て
い
る
も
の
)
を

持
参
し
た
場
合
は
、
本
人
確
認
の

上
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
に

窓
口
で
交
付

申
先
H
区
民
事
務

所
、
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

区
立
第
四
中
学
校

夜
間
学
級
生
徒
募
集

対
象
―
都
内
在
住
・
在
勤
で
、
義
務

教
育
未
修
了
の
方
(
外
国
か
ら
渡
日

さ
れ
た
方
な
ど
を
含
む
)
授
業
時

間
=
午
後
5
時
3
0
分
～
9
時
※
行

事
・
給
食
あ
り
入
学
受
け
付
け
時

間
=
午
後
2
時
～
9
時
※
長
期
休

業
中
は
午
後
7
時
ま
で

申
・
問
先

―
第
四
中
学
校
夜
間
学
級

(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

小
中
一
貫
教
育
研
究
発
表
会

日
時
=
2
月
2
6日
聯
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
U
小
中
一
貫
教
育

校
(
興
本
扇
学
園
)
の
開
設
に
向
け

て
の
興
本
小
学
校
・
扇
中
学
校
の
取

り
組
み
/
講
演
「
新
た
な
義
務
教
育

学
校
の
創
造
」
(
安
彦
忠
彦
氏
〈
早

稲
田
大
学
教
授
〉
)
申
込
H
電
話

期
限
=
2
月
1
7日

問
先
=
学
力
向

上
推
進
室
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

4
月
か
ら
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方
へ

□
4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
、
就
学
係
に
至
急
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
公
立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
へ

の
入
学
が
決
定
し
た
方

入
学
す
る
学
校
の
入
学
許
可
証
を
(

区
立
小
学
校
に
在
籍
の
方
は
、
学

校
を
と
お
し
て
)
就
学
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

□
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方

「
就
学
届
」
を
未
提
出
の
方
は
、

入
学
す
る
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
〇

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
就
学
係(3

8
8
0
)
5
9
6
9

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
の
方
へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

1
7
年
度
後
期
分
(
1
0
月
～
1
8
年
3

月
分
)
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
n

外
国
人
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
(
足
立
区
に
外
国
人
登
録

あ
り
)
の
保
護
者
で
、
す
で
に
授
業

料
を
納
入
し
て
い
る
方

申
込
=
▽

区
内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
…
学
校

か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
手
続
き

▽

区
外
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
…
学
力

向
上
推
進
室
に
連
絡
後
、
手
続
き

※
請
求
書
、
在
籍
証
明
書
(
区
役
所

所
定
の
も
の
)
、
保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑

が
必
要

申
・
問
先
=
学
力
向
上
推

進
室
幼
児
教
育

(
3
8
8
0
)
5
9
8
2

都
営
(
地
元
割
当
)
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
・
区
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
高

齢
者
集
合
住
宅
)
の
入
居
者
募

集
(
6
5
歳
以
上
単
身
者
向
)

申
し
込
み
用
紙
配
付
期
間
H
2

月
2
0

日
～
2
7日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

申
し
込
み
用
紙
配
付
場
所
U
住
宅
管

理
係
、
区
民
事
務
所
(
予
定
枚
数
に

達
し
次
第
配
付
終
了
)

※
募
集
内

容
な
ど
く
わ
し
く
は
、
申
込
用
紙

(申
込
の
し
お
り
)
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
問
先
U
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

消
費
者
団
体
の
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体

は
、
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
の
施
設
利

用
予
約
の
抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
「
消
費
者
セ
ン
タ

ー
だ
よ
り
」
な
ど
の
提
供
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
登
録
有
効
期
間
=
4
月

1
日
～
1
9
年
3
月
3
1
日
対
象
=
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体
・
グ
ル

ー
プ
・
:消
費
生
活
問
題
に
関
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
/
営
利
を
目
的
と

し
て
い
な
い
/
構
成
員
が
5
人
以
上

で
、
区
内
在
住
・
在
勤
者
が
過
半
数

を
占
め
る

申
込
=
必
要
書
類
(
登

録
申
請
書
・
会
則
・
会
員
名
簿
・
活

動
報
告
書
な
ど
)
を
持
参

※
申
請

書
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
配
付

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

家
具
(
再
生
品
)
の
即
売

を
始
め
ま
す

粗
大
ご
み
再
活
用
家
具
の
販
売

を
、
従
来
の
抽
選
方
式
か
ら
、
3
月
1

日
以
降
は
そ
の
場
で
引
き
渡
す
即

売
方
式
に
変
更
し
ま
す
。
場
・
問

先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
再
生
館
シ
ョ

ッ
プ
は
毎
週
月
曜
・
第
2
・
4
木
曜
、

祝
日
は
休
業
)(

3
8
8
0
)
9
8
0
0

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

□
千
住
三
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定区
域
=
千
住
二
～
四
丁
目
各
地
内

□
新
田
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
=
新
田
二
・
三
丁
目
各
地
内

□
東
京
都
市
計
画
道
路
の
変
更

区
域
=
千
住
橋
戸
町
地
内

-

い
ず
れ
も
I

こ
の
内
容
に
関
係
の
あ
る
方
は
、

区
長
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
U
2
月
2
2

日
～
3
月
8
日
縦
覧
場
所
・
意
見

書
提
出
先
・
問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

農
業
委
員
会
選
挙
人
名

簿
を
縦
覧
し
ま
す

1
8
年
度
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
選
挙
人
名
簿
を
、
選
挙
人
に
対
し

縦
覧
し
ま
す
。
期
間
=
2
月
2
3
日
～

3
月
9
日

場
・
問
先
=
選
挙
管

理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

郷
土
博
物
館
情
報
資
料
室
の

利
用
を
一
時
休
止
し
ま
す

期
間
=
2
月
2
1日
～
2
8日

※
郷
土

博
物
館
は
通
常
ど
お
り
開
館
。
2
7日

は
全
館
休
館

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

フ
ァ
ク
ス
・
音
声
情
報

サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し
ま
す

区
政
に
関
す
る
情
報
を
フ
ァ
ク
ス

や
音
声
で
案
内
す
る
「
フ
ァ
ク
ス
・

音
声
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
利
用
者

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
3
月
3
1日
で

終
了
し
ま
す
。

今
後
、
区
政
に
関
す
る
情
報
検
索

は
、「
私
の
便
利
帳
(
リ
ブ
イ
ン
)
」

や
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
〇

問
先
=
広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
1
4日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

日
時
=
2
月
1
8
日
出
、
午
後
1
時
～

4
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館

対
象
U
中
学
生
以

下

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内
容
n

「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」
な

ど
の
ゲ
ー
ム
ほ
か

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
H
青
少
年
事
業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

2 月の休日納税・納付相談

日時=2月26日( 日) 、午前9時～午
後4 時 場所= 区役所 問先= 納

税相談係 　3880 ―5236
納税課徴収推進係 　3880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

3880―5243
介護保険課収納管理係

3880―5744

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
7年
度
第
4
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
(
1
月
3
1日
)
が

過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、延
滞
金
(
年
率
1
4∵
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
引
続
き
納
付
さ
れ
な
い
と
き
に

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
不
明
な
点
は
、
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
相
談
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

1
8年
第
1
回
区
議
会
定
例
会
を
開
会
し
ま
す

本
会
議
・
委
員
会
の
傍
聴
は
、
区

議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
ま
す
。

開
会
予
定
時
刻
の
1
時
間
前
か
ら

整
理
券
を
発
行
し
、
定
員
を
超
え
た

場
合
は
3
0分
前
に
抽
選
〇
日
程
は
予

告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
等
=
表
2

問
先
=
区
議
会
事

務
局
議
事
係(

3
8
8
0
)
5
7
9
7

表218 年第1 回区議会定例会日程

※ 本会議はケーブルテレビ足立( 9ch) で生中継されます

補助109号線( 千住
汐入大橋) が2 月
19日に開通します
図1 補助109号線( 簡略図)

2月19日日、午前10時、都道
補助109号線の足立区千住曙町
から荒川区南千住八丁目区間が
開通し ます。(図1) 問先= 都・
第五建設事務所 　3692―4453
区・土木部副参事( 調整)

3880―5160

学童保育室保護者負担金の免除
規定が4 月から変わります

内容等= 表1 問先= 住区推進
課学童保育調整 　3880―5858

表1 学童鶻 黥 騁 負撻( 18 年4月以降)

※ 2 人目以降の入室児童は半額になります
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
か
ら

一
般
投
影
の
お
知
ら
せ

日
程
等
=
表
3
内
容
―
今
夜
の
星

空
ラ
イ
ブ
解
説
/
「
日
本
の
星
も
の

が
た
り
～
星
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
～
」
※
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
発
売

費
用
n
▽
大
人
・
:
2
0
0
円

▽
小
・
中

学
生
・
:
1
0
0
円

※
未
就
学
児
で
も
座

席
を
使
用
す
る
場
合
は
、
チ
ケ
ッ
ト

(
1
0
0
円
)
が
必
要

場
・
問
先
=
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

表3 プラネタリウム投影日程一覧

☆印の回は、ライブ解説と子ども向け番組の上映

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
n
2
月
2
5日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

。
障
害
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
来
て
く
だ
さ
い

内
容
=
　

「
う
ど
ん
ま
つ
り
」
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西

保
木
間
児
童
館(

3
8
8
4
)
1
1
1
4

3
R
推
進
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
発
表

会
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
ご
み
」

日
時
H
2
月
1
8日
田
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時

場
所
I
エ
ル
ーソ
フ
ィ

ア

内
容
―
小
学
生
が
日
常
で
体

験
・
実
践
し
て
い
る
「
ご
み
減
量
」

な
ど
の
3
R
に
つ
い
て
の
作
文
発
表

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
抽
選

で
1
0
0
人
に
マ
イ
バ
ッ
グ
(
布
製
買
い

物
袋
)
を
進
呈

問
先
=
環
境
推
進

課
普
及
啓
発
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
0

プ
チ
展
示
「
1
7年
度
の
出
土
遺
物
」

日
時
=
2
月
H
日
～
4
月
9
日
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
内
容
=
日
暮

里
・
舎
人
線
の
(
仮
称
)
見
沼
代
親

水
公
園
駅
前
広
場
で
発
見
さ
れ
た
古

墳
時
代
の
出
土
遺
物
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
伊

興
遺
跡
公
園(

3
8
9
8
)
9
1
1
1

マ
イ
タ
ウ
ン
就
職
面
接
会

日
時
=
2
月
2
1
日
㈹
、
午
後
1
時
～

4
時
(
受
け
付
け
は
午
後
o
時
3
0分

か
ら
)

場
所
u
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

内
容
=
足
立
・
荒
川
区
内
の
企

業
約
3
0社
が
参
加
し
、
そ
の
場
で
人

事
担
当
者
と
の
面
接
が
で
き
ま
す

※
何
社
で
も
面
接
で
き
る
の
で
、
複

数
の
履
歴
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整
部
門

(
3
8
7
0
)
8
8
9
6

区
・
産
業
政
策
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

分
譲
マ
ン
ショ
ン
維
持
管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
3
月
4
日
田
、
午
後
1
時
3
0

分
～
5
時
場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象
U
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住

者

内
容
I
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の

地
震
対
策
/
交
流
会

講
師
=
一
級

建
築
士
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

定

員
=
6
0人
(
先
着
順
)

申
込
―
電

話

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

清
掃
施
設
見
学
会
「
船
か
ら
見

る
埋
立
処
分
場
」

日
時
1
3
月
3
0日
㈲
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0分

場
所
=
中
央

防
波
堤
外
側
埋
立
処
分
場
・
新
江
東

清
掃
工
場
(
区
役
所
南
側
駐
車
場
よ

り
バ
ス
で
出
発
)

対
象
=
区
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
方

※
小
学
生

は
保
護
者
同
伴

定
員
=
6
0人
(
抽

選
)

費
用
1
千
円
(
昼
食
代
)

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、「
施
設
見
学
会

希
望
」
を
明
記

期
限
=
3
月
6
日

必
着

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区
民

開
放
参
加
者
募
集

日
時
n
3
月
2
5日
出

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

定
員
H
1
8
0人

費
用
=
6
千
5
0
0
円

※
当
日
現
地
に

て
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費

は
別
途
必
要

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員

〒

枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

※

往
復
(
ガ
キ
以
外
・
重
複
申
し
込
み

は
、
す
べ
て
無
効

期
限
H
2
月
2
8

日
必
着

氷
決
定
通
知
は
、
3
月
上

旬
発
送
予
定

場
・
申
先
=
東
京
都

民
ゴ
ル
フ
場

〒
1
2
3
・
0
8
6
5
新

田
I
-
1
5
-
1

7
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
―
公
園
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

協
働
講
座
「
女
性
の
た
め

の
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
」

日
時
=
3
月
H
日
田
、
午
後
1
時
～

5
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

女
性

内
容
H
新
し
い
自
分
を
発
見

す
る
た
め
に
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
、
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
で
遊
ぶ

※

ズ
ボ
ン
な
ど
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加

講
師
U
梅
田
君
江
氏
(
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ー
な
か
ま
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
古

定
員
=
1
5人
(
抽
選
)

※
保
育
あ
り
〇
6

ヵ
月
以
上
就
学

前
〇
一
人
あ
た
り
千
円
。
申
し
込
み

時
に
、
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、
人

数
を
連
絡

申
込
=
(

ガ
キ
ー
フ
ァ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記

期
限
=
2
月
2
8日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
N
P
O

法
人
ウ
ィ
メ
ン

ズ

ー
サ
ポ
ー
ト

ー
オ
フ
ィ
ス
連

〒

四一
・
〇
8
3
1

舎
人
2
-
1
8
-
1
5

(
3
8
9
9
)
3
4
6
1
　
　
　

囲
(
3
8
5
3
)
8
1
6
9

0
K
i
r
1
1
9
5
2
@
y
a
h
0
0
.
c
o
.
j
p

問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

N
P
O
法
人
設
立
講
座
「
N
P
O

法
人

を
つ
く
ろ

う
!

」
(
2
日
制
)

日
時
=
2
月
2
4日
面
・
3
月
3
日

金
、
午
後
6
時
～
8
時
3
0分

対
象
=

区
内
在
住
の
個
人
、
区
内
で
活
動

の
団
体

内
容
I
N
P
O
法
人
化
の

意
味
や
法
人
設
立
の
手
続
き
ほ
か

講
師
=
▽
1
日
目
…
福
島
達
也
氏
　

(
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
団
理
事
長
)
▽
2
日
目
…
清

田
広
明
氏
(
同
事
業
団
税
務
会
計
部

長
)
定
員
H
3
0
人
(
先
着
順
)
申

込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
「
N

P
O
法
人
設
立
講
座
」
希
望
を
連
絡

期
限
=
2
月
2
3
日
必
着
場
・
申
・

問
先
=
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

(
火
～
土
曜
日
、午
前
9
時
～
午
後

8
時
開
館
)

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　

隠
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

1
x
J
n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.

j
p

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
消
費
者
の
く
ら
し
～

暮
ら
し
に
関
わ
る
裁
判
制
度

皆
さ
ん
は
裁
判
所
の
見
学
や
、
裁

判
を
傍
聴
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す

か
。裁

判
所
に
は
最
高
裁
判
所
、
高
等

裁
判
所
、
地
方
裁
判
所
、
家
庭
裁
判

所
、
簡
易
裁
判
所
の
5
種
類
が
あ
り

ま
す
。
中
で
も
簡
易
裁
判
所
は
、
比

較
的
軽
い
事
件
を
早
く
処
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
最
も
身
近
な
裁
判
所

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
易
裁
判
所
の
主
な
手
続
き
に
は

調
停
、
支
払
督
促
、
訴
訟
、
少
額
訴

訟
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手

続
き
の
中
で
傍
聴
で
き
る
の
は
、
公

開
の
法
廷
で
行
わ
れ
る
「
訴
訟
(
裁

判
)
」
で
す
。
簡
易
裁
判
所
の
場
合
、

対
象
と
な
る
金
額
が
1
4
0万円
以
下
の

一
般
訴
訟
事
件
で
、
店
舗
の
賃
貸
借

契
約
の
保
証
金
返
還
請
求
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

少
額
訴
訟
事
件
は
6
0万
円
以
下
の

金
銭
の
支
払
い
に
限
る
も
の
で
、
賃

貸
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
返
還
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
弁
護
士
な
ど
専

門
家
が
付
い
て
い
な
く
て
も
、
貸
主

と
借
主
の
み
が
出
廷
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
様
な
訴
訟
に
つ
い
て

全
く
分
か
ら
な
い
素
人
に
対
し
て

も
、
裁
判
官
は
手
続
き
や
法
律
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

ま
す
〇
特
に
少
額
訴
訟
で
は
、
裁
判

官
も
申
立
人
や
相
手
方
と
円
形
の
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
貸
主
に
も
状
況

な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

根
気
よ
く
説
得
す
る
姿
を
目
に
す
る

場
面
も
あ
り
ま
す
。

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
裁
判
員

制
度
が
2
1年
5
月
ま
で
の
問
に
開
始

し
ま
す
。
裁
判
の
公
開
は
、
裁
判
の

公
平
さ
と
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
に

っ
な
が
り
ま
す
。
裁
判
に
私
た
ち
の

視
点
や
感
覚
そ
し
て
言
葉
を
届
け
る

た
め
に
は
、
実
際
に
裁
判
を
傍
聴
す

る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
{

消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
教
育
講
演
会
「
七
カ
国
語
を
話

す
、
日
常
が
あ
る
」

①
2
月
2
3日

㈲
、
午
前
1
0時
3
0分

②
2
月
2
4日

㈲
、
午
前
1
0時
3
0分

③
2
月
2
5日

田
、
午
後
2
時

④
3
月
1
日
㈲
、

午
後
7
時

⑤
3
月
5
日
絲
、
午
前

1
0時
3
0分
/
①
教
育
研
究
所

②
・

③
ホ
テ
ル
パ
イ
ン
ヒ
ル
西
新
井

④
・
⑤
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0
/

入
場

無
料
/
託
児
無
料
、
要
事
前
申
込
/

市
村

　
(
3
8
8
1
)
0
5
5
7
　
　
　
　
=

会
員
募
集
=

合
フ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク

ル
(
プ
リ
ザ
し
フ
ド
)

月
I

回
、

木
ま
た
は
土
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分

～
4
時
/
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
月
額
3
千
円
/
宮
川

(
3
8
8
5
)
5
1
2
7

掲
示

板

□
東
部
地
域
病
院
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
2
月
2
5日
出
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
葛
飾
区
亀
有
地
区
セ

ン
タ
ー
(
葛
飾
区
亀
有
3
-
2
6
-
I
)

内
容
U
「
小
児
救
急
疾
患

～
こ
ん
な
時
に
は
お
医
者
さ
ん
へ

～
」
講
師
―
斎
藤
昌
宏
氏
(
東
部

地
域
病
院
小
児
科
医
長
)

申
込
―

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
東
部
地

域
病
院
地
域
医
療
連
携
室

(
5
6
8
2
)
5
1
1
1

□
税
理
士
に
よ
る
税
に
関
す
る
無
料

相
談

日
時
=
2
月
2
3
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
U
①
J
R
北
千
住

駅
常
磐
線
北
口
改
札
付
近

②
東
武

伊
勢
崎
線
西
新
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

①
東
京
税
理
士
会
足
立
支
部

(
3
8
8
2
)
9
4
1
7

②
東
京
税
理
士
会
西
新
井
支
部

(
3
8
8
9
)
4
6
0
8

□
注
意
し
ま
し
ょ
う
「
貸
し
ま
す
詐

欺
」金

融
機
関
な
ど
を
装
い
「
お
金
を

貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
偽
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
、
E
メ
ー
ル
な
ど
を
送
り

付
け
る
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
都
・
貸
金
業
対
策
課

(
5
3
2
0
)
4
7
7
5

□
労
働
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
2
月
1
6日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
場
所
H
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
(
江

東
区
亀
戸
2
-
1
9
-
I
)
内
容
=

「い
じ
め
・
パ
ワ
「ラ
に
ど
う
対
応
で
き

る
の
か
～
職
場
で
の
人
間
関
係
と

は
?

～

」

講
師
=

平
木

典
子

氏
(

跡

見

学

園

女

子

大

学

教

授
)

定

員
=
1
0
0

人
(
先
着

順
)

申

込
H

電

話
・
フ
ァ

ク
ス

問
先
H

都
・
労
働

相
談

情
報

セ

ン
タ
ー
亀
戸

事
務

所

(
3
6
8
2
)
6
3
2
1
　
　
　

脇
(
3
6
8
4
)
6
0
2
6

□

下
水

道
モ

ニ
タ
ー
募

集

内

容

な
ど

く
わ

し
く

は
、

都

・
下

水

道
局

ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

を

ご
覧
く

だ

さ

い

。

期

限
=
2

月
2
8
日

申

・

問

先
=

都

・
下
水

道
局

広
報

サ

ー
ビ

ス
課

　
(
5
3
2
0
)
6
5
1
1

随
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
g
e
s
u
i
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

『情報キャッチ! !

好きです。あだち』

番組案内 ひかっち

今回の番組( 2/ 13～19) は、

「今からできる防犯対策
～侵入窃盗編～(仮) 」

1日3 回放送( ケーブルテレビ足立9Ch) 　(

午前9 時3吩 、午後O 時3(汾 、午後6 時)

あなたの家も ねらわれている! ?
皆さ ん の家 の 防犯 対策 は 万全 で す
か。日ごろ から の心掛けが侵入窃盗
から大切な家 や家族を守ります。
番組では、プロに教わる「わが家

の防犯対策」 や、自分たちのまちを
自分たち で守るため 、地域で防犯 パ
トロールに奮闘 する住民の皆さんの
活動などを 紹介し ます。今すぐ 役立
つ情報満 載の15 分です。お見逃しな
く 。 《広報係 》
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健
康
診
査
が変

わ
り
ま
す

各
健
(
検
)
診
の
お
問
い
合

わ
せ
は
成
人
保
健
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

区
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
様
々
な
健
(
検
)
診
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
、
健
(
検
)
診
の
内
容
な
ど
に
変
更
点
が
あ

る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

6
5歳
以
上
の
方
の
身
体
機

能
を
評
価

4
月
か
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
を
受
診
す
る
6
5歳
以
上
の
方
に

は
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
健

診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
〇
こ
れ
は
、

寝
た
き
り
な
ど
、
要
介
護
状
態
に
な

る
の
を
防
ぎ
、
引
き
続
き
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
医

師
が
現
在
の
身
体
機
能
を
評
価
す
る

も
の
で
す
(
生
活
機
能
評
価
)
。

基
本
健
診
と
同
時
に
行
っ
て
「
特

定
高
齢
者
(
生
活
機
能
が
低
下
し
、

要
介
護
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
高

齢
者
)
の
候
補
者
」
を
、
早
期
に
把

握
し
ま
す
。こ
の
検
査
で
、「
特
定

高
齢
者
の
候
補
者
」
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
、
介
護
予
防
の
支
援
な
ど
を
行

う
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

特
定
高
齢
者
の
決
定
を
受
け
た
方

は
、「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

4
月
か
ら
、
6
5歳
以
上
の
方
に

は
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
受
診

票
」
と
併
せ
、
生
活
機
能
評
価
を
受

け
る
た
め
の
受
診
票
で
あ
る
「
介
護

予
防
チ
ェ
ッ
ク
票
」
を
発
行
し
ま

す
。「
介
護
予
防
チ
ェ
ッ
ク
票
」の
結

果
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」を
受
け

る
場
合
に
使
わ
れ
ま
す
。
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
を
受
け
る
際
、
同
時
に

検
査
で
き
る
の
で
、
両
方
の
受
診
票

を
医
療
機
関
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

消
化
器
健
診
の
内
容
が
変

わ
り
ま
す

4
月
か
ら
、
医
療
機
関
で
行
う
大

腸
が
ん
検
診
は
、
よ
り
多
く
の
方
が

受
診
で
き
る
よ
う
、
対
象
者
を
生
活

習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)
健
診
対
象

者
(
4
0歳
か
ら
7
0歳
ま
で
の
間
で
、
5

歳
刻
み
)
に
広
げ
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、
大
腸
が
ん
検
診
と
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
(
1
0∝
程
度
の
採
血
で
済
む

検
査
法
)
に
よ
る
胃
健
診
を
、
同
時

に
受
診
で
き
る
機
会
が
広
が
り
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
た
「
消
化
器
が
ん

検
診
」
も
、
同
じ
く
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン

法
に
よ
る
胃
健
診
と
大
腸
が
ん
検
診

に
よ
る
検
査
と
な
り
、
名
称
も
「
消

化
器
健
診
」
に
変
わ
り
ま
す
。
※

こ
の
変
更
に
伴
い
、
間
接
X
線
撮
影

に
よ
る
胃
が
ん
検
診
は
廃
止
し
ま
す

乳
が
ん
検
診
は

通
年
で
行
い
ま
す

こ
れ
ま
で
年
5
回
に
分
け
て
行
っ

て
き
た
乳
が
ん
検
診
は
、
4
月
か
ら

は
、
一
年
を
通
し
て
申
し
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
受
診
機
会
が
広

が
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
乳
が
ん

検
診
の
対
象
者
は
、
4
0歳
以
上
で
原

則
偶
数
歳
の
女
性
区
民
と
な
り
ま
す

が
、
前
年
度
未
受
診
者
は
奇
数
歳
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
は

自
己
負
担
金
2
千
円
で
す
。

子
宮
が
ん
検
診
の
内
容
が

変
わ
り
ま
す

2
0歳
以
上
で
原
則
偶
数
歳
の
女
性

区
民
が
対
象
で
す
が
、
4
月
か
ら

は
、
前
年
度
未
受
診
者
は
奇
数
歳
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
体

部
が
ん
検
診
は
、
国
の
「
が
ん
検
診

実
施
の
た
め
の
指
針
」
で
、
十
分
な

安
全
管
理
の
も
と
で
多
様
な
検
査
が

行
え
る
医
療
機
関
で
行
う
こ
と
を
勧

め
て
い
る
た
め
、
区
の
検
診
で
は
行

い
ま
せ
ん
。

-

い
ず
れ
も
I

各
健
(
検
)
診
中
の
年
齢
は
、
年

度
末
(
3
月
3
1日
)
時
点
の
年
齢
に

な
り
ま
す
。

4 月から、保健総合センターの
担当区域の一部が変わります

保健総合センターで行う健診の一部は、健診後の保健指導へつな
げるため、区域を担当する保健総合センターでの受診を原則として
います。
今回、より地域に密着した保健衛生業務を進めていくため、保健

総合センターの担当区域の一部を見直します。

お問い合わせは、衛生部保健計画へ 　3880―5111㈹

竹の塚保健総合センターが担当し
ている地域が、一部変わります

竹の塚保健総合センターが担当してきた
区域の一部が、中央本町・江北保健総合セ
ンターの担当に変わります( 表1) 。
新しいバス路線が増えたことなどを考慮

し、区民の方にとって、保健総合センター
までの距離や交通の便などが、より便利に
なるような担当区域としました。
なお、千住および東和保健総合センター

の担当区域には、変更がありません。

担当の保健総合センターで受け付
ける事業

保健総合センターでは、地域の健康づく
りを目的とした各種事業を行っています。
次の事業は、保健師などが必要に応じて訪
問を行うといった、継続的支援をしていく
ため、担当の保健総合センターでの受診お
よび受け付けが原則です。

レ母子保健関係(乳児〈3～4ヵ月児〉・　
1歳6 ヵ月児・3 歳児健康診査など)

レ精神保健関係( 精神保健相談など)
レ感染症関係( 感染症発生時の対応、結核
患者家族検診、患者発生に伴う定期外検
診など)
40・50・60歳を対象とした節目健康診査
については、今後もすべての保健総合セン
ターで受診できます〇

以 下の 事業 は生 活 衛生 課 で 受 け
付 け ます

生活衛生課( 中央本町1- 5- 3) で
受け付けるものは、次のものです。
レ食品衛生関係施設の営業許可
レ理・美容所、クリーニング所、公衆浴
場など、環境衛生関係施設の営業許可

レ医療関係施設の届け出・許可
[〉薬局・医薬品販売業などの許可
レ各種免許申請( 調理師、製菓衛生士、
医師、歯科医師、薬剤師、看護師など) [
〉その他、生活衛生に関する相談など

表1 保 健総合センター担当区域一覧( 4 月1 日以降、下線付きの青字が変更地区)

※町名のみの場合は、その町丁すべてを担当します

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

東京藝大の先生、
足立の子どもにレッスン

9 月に開学予定の東京藝
術大学千住キャンパス。藝
大と区との協働事業とし
て、1 月28日、足立ジュニ
ア吹奏楽団の子どもたち
が、東京藝術大学の講師か
ら「ソルフェージュ」の授
業を受けました。
ソルフェージュとは、歌
詞を用いず、母音やドレミ
の音名を使う歌唱訓練で、
正確な音を出すトレーニング〇

一生懸命挑戦する子ども
たちに、講師の茂木真理子さん、小林弘人さんは、丁寧
に指導していました。

▲ 子どもたちに分かりやすく
音階を教える茂木さん

冬の風物詩「だるま供養」
2月3 日、西新井大師で恒例の「だるま供養」

が行われました。
1年間、家内安全や商売繁盛のためにまつって

いただるまを積み上げた後、山伏姿の修験僧が点
火。火は瞬く間に燃え上がり、火の高さは一時3m
以上にもなりました

〇
「供養」に訪れ
た人々は、激しく
炎 をあげ るだる

まを静 かに見入

り、1 年 間、見守

ってくれただるま
に 感 謝し てい ま
し た。

▲「だるまさん、1年間ありがとう」
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古紙配合率100% 再生紙を使用しています I . K293, 840


